
（別紙３）

～ 令和7年　12月　30日

（対象者数） 13名 （回答者数） 13名

～ 令和8年　１月　30日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもたちの成⾧やニーズの変化に対応していけるように
支援員間で情報を共有しながら、活動を充実化させていく。

2

学年が上がったり、発達状況に応じて都度整備していく。

3

SNSを活用しながら、日々の送迎時などの連絡や、必要に応
じた相談援助を行なっていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員の補強。
話し合いの場を設け、開催に向けて準備を進めていく。

2

年間を通して開催時期を決めておく。

3

1人1人が自分らしくやりたいことを安心して楽しむことがで
きる。

自由時間にはそれぞれがやりたい遊びを楽しめるよう意思を尊
重し、環境を整えている。

○事業所名 チャイルドウィッシュ江南

○保護者評価実施期間 令和7年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和8年　１月　4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8　年　2月　12日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

1階と2階による構造化支援とタイムスケジュールの明確化。 集団活動の時間や、学習の時間などを設けてメリハリのあるス
ケジュールを組んでいる。

連絡対応と相談窓口の設置。 LINEやInstagramを使った情報共有と連絡や相談がしやすい
環境整備を心掛けている。また保護者交流会の実施や心理職員

と面談をする機会を提供している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

活動が固定化されている。 職員体制が不十分であったり、活動案を決める会議が
少なかったため。

保護者の活動参観や保護者同士の交流会が定着していない。 告知アナウンス不足。
実施した回数も少ない。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


